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研究成果の概要（和文）：本研究は学習効率を促進するための VDT 画面試読でのより見やすい

画面構成を、学習事項の特性と画面構成や文字の適正配置などの画面アーキテクチャーを学習

者の学齢による視認特性との適合性という視点から研究を押し進め多数の論文を輩出すること

ができた。その結果は今後の電子化された学校教科書や Web による学習教材の画面設計の基礎

的設計指針として役立つと思われる。 

 
研究成果の概要（英文）：The object of this study is to design the appropriate screen 

architecture for promoting learning efficiency on e-learning by VDT work. Many factors, as 

property of tutoring materials, screen structures, effective posting of characters in the 

screen must be were examined in this study. This study produced many papers. These 

original papers extended the findings in VDT work for study. These results will be benefit 

for digital textbooks in future, and become the basic data of designing Web educational 

materials. 
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１．研究開始当初の背景 

高等学校普通教科「情報」は，求められる授
業展開・教授形態，評価すべき学習効果等が
必ずしも明確にされておらず，教師が生徒に
適応的な指導を行うには，指導内容，指導方
法において不明確な点が多い．そのため，高
等学校普通教科「情報」の教科構造を明らか
にし授業設計において必要な教授知識の体
系化と，教師のための，授業実施に必要十分
な知識を学習させる教師教育システムの開

発が急務である． 

２．研究の目的 

情報教育のために必要な事項として学習者
の学齢発達段階別の情報知識の認知能力の
道程が必要であるが、それに関する基礎的な
研究も行っている。具体的には学習者の年齢
に応じたＶＤＴ画面におけるメディア認知
能力が、画面構成によってどのように異なる
のかを実験的に調べる。 
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メディア学習環境と年齢による認知度の違
いによる差異を定量化する実験を進めてお
り多様なメディア環境特に文字も大きさと
作業の特性と記憶などをパラメータとした
被験者実験を行った。そしてそれらの結果を
学齢別のメディア情報認知特性比較実験と
して複数作成し論文化し公表した。 
４．研究成果 
各学齢別の VDT 試読特性を高齢者、大学生、
高校生、中学生、小学生（高学年）の区分で
類別して、また試読知識の違いやプロンプト
付加の効用なども実験キーとして研究軸に
据えながら、VDT 学習効率の違いについて学
齢別に分類し、多数の論文を雑誌論文や国際
会議の発表また国内学会での発表として公
表できた。 
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